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消化管は酸、アルカリ、腸内細菌、さらには薬剤やストレスといった様々な因

子によって傷害を受ける。古くから胃潰瘍の病態を中心に粘膜傷害や修復のメ

カニズムに関する多くの研究がなされてきたが、いまだに全容が解明されてい

る訳ではない。また、食道、小腸、大腸の粘膜傷害・修復のメカニズム解明はま

だまだ途上であり、これらの研究は難治性疾患の病態解明や治療に必須といえ

る。本ワークショップでは消化管全般における粘膜傷害や修復のメカニズムに

関する臨床的あるいは基礎的なアプローチを通して、将来的に臨床応用できる

新知見を広く応募したい。 


